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地理的位置からみた日本列島の自然
中緯度でユーラシア大陸の東縁近くに位置し、海

に囲まれた日本列島では、南北に長いのと海流の影
響もあって、亜熱帯気候から亜寒帯気候まで変化に
富み、冬には日本海側で多雪が発生する。また、西
南日本を主として、台風の襲来や高い海水温と関係
して海からの多量の水蒸気供給を受けやすい条件
にある。一方、島弧変動帯のプレート境界に沿った
日本列島は、約38万km2と世界の中では小面積の
国土に、火山も含む標高3,000m級に及ぶ山岳から
人口の集中する沖積平野まで、変化に富んだ地形・
地質で構成されている。
ここでは、多様性に富む日本の自
然環境の地理的特徴と、その上での
災害リスクやそれとの共生の視点に
ついて概観してみたい。

日本列島の地盤の成り立ち
日本列島は、海洋プレートが大陸
プレートに衝突し沈み込む変動帯に
位置するため、地殻変動や火山活動
の影響を強く受けてできている（図
1）。海底に噴出・堆積してできた海
洋プレート起源の岩石の一部は、大
陸プレート下への沈み込み時に、も
ともと大陸の一部として存在した地
殻の東または南側に付加して、一部

はその後変成岩化した。また、過去に大陸東縁部に
できた凹地部分には新第三紀の火山活動による噴
出物や海底での砂・泥などの堆積を起源とした堆積
岩や火山岩が存在している。さらに、プレート衝突
による圧縮の力で、山地が隆起したり火山活動が起
こったりして、現在の日本列島をかたちづくる山地・
山脈ができた。同時に関東平野のような大規模な平
野や内陸の盆地などは、地盤が沈降する地帯に、河
川の運搬物や温暖期の海面上昇で内陸に海が侵入
した時の堆積物が広がり、平坦な地形となった。さ
らに、沈降帯と隆起帯の境目にはしばしば逆断層型
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の活断層が存在する。プレート衝突で押された日本
列島が、断層を境目に隆起と沈降を起こして山地・
平野ができたようなイメージである。
一方、山が高くなれば侵食も進むが、それには、

河川や波の侵食だけでなく、地すべ
り・崩壊・土石流といった土砂の移動
も重要な役割をなす。日本は世界的
に見ても降水量が多い地域で、侵食
も進みやすく急峻な地形ができやす
い。当然、侵食された土砂は河川に
よって下流に運ばれ堆積して、扇状
地や平野ができてきた。
火山では、富士山のような円錐型

の大きな山体や、巨大噴火後の陥没
で十和田湖のようなカルデラが作ら
れそこが湖となっていることも多い。
変化に富んだ景観や火山の周辺には
温泉も多いことから、日本ではしばし
ば火山が観光地となっている。噴火
に伴って多量の火砕物が空中に拡が
ると、火山灰となって周辺に降り注
ぐ。このような降下火山灰層は偏西
風によって、噴火地点から東方向に
降り積もることが多く、火山灰層が

覆う丘陵地などでは、地震時に崩壊が起こりやすい。

自然災害をもたらす気候条件、過去の気候変化
急速に進みつつある地球温暖化は対処すべき最
重要課題であるが、第四紀（約260万年前から現代）
には氷期・間氷期が繰り返され、気候や侵食・堆積
の起こり方が何度も変化してきた。約1万年余り前
までの最終氷期の日本列島では、日高山脈や日本ア
ルプスに氷河が存在し、北海道や東北北部では、寒
気によって地面の凍結融解作用が岩石を破砕した
り土層を攪乱したりする環境に置かれた所も多い。
図2は、現在の岩手県北上山地中・北部の地形構成
をイメージ的に示している。山地内陸部の尾根や山
腹・山麓部には、氷期の凍結融解による岩屑移動が
斜面全体に進んでできた凹凸の少ない滑らかな斜
面が広がっており、それを壊すように、後氷期の気
候温暖化・湿潤化によって崩壊や土石流が起こりや
すくなってできた地形が見られる（写真1）。
日本付近では、寒気・暖気の境界をなす偏西風が
夏に北上、冬に南下するので四季が明瞭である。中
でも、冬には、高緯度地方やユーラシア大陸奥地が
冷やされてできる寒冷な大気が、北西季節風となっ
て日本海上に吹き込み、そこを流れる暖流（対馬海

1 日本の自然の営みと自然の姿

日本は災害の多い国と言われているが、その原因はどのようなことなのか。日本人はどのような土
地に住んでいるのか。災害の原因と自然の恵みはどのような関係なのか。日本の自然の営みにつ
いて自然災害の専門家に解説していただいた。

図1　日本列島付近でのプレートの衝突1）

図2　岩手県北上山地中・北部の地形構成2）

写真1　�北上山地の氷期の周氷河斜面中にできた崩壊跡地形�
（↓の遷急線に囲まれた斜面）
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流）に接することで日本海上に雪雲を
作り、それが日本列島に襲来し雪を降
らせる。脊梁山脈を越える際の上昇気
流も手伝って、山陰から北海道日本海
側にかけては世界有数の多雪地帯と
なっている。北海道や東北～北陸の日
本海側には、12月から5月の連休近く
まで根雪の見られる集落もある。
暖候期には、日本列島が、太平洋上

で発生する台風の常襲地帯にあるため
毎年のように豪雨災害を被っている。
加えて近年、極端な集中豪雨をもたら
す線状降水帯の発生が注目されている。
列島の西・南側での高い海水温に関係
して、多量の水蒸気が入り込みやすい
気圧配置になることや、そうなりやすい
山地の存在・海陸配置など地形条件が
関係しているとの指摘がある。

頻発する土砂災害
海に囲まれ山がちな国土に、1億を超える人が住

み、これまでに述べたような地理条件も加わって、
日本列島では、土砂災害がきわめて発生しやすい。
2024年の能登半島地震では、もともと地すべり災害
の多い地質・地形条件であった所へ震度6弱～7の
揺れが襲い、山地だけでなく海岸沿いの急傾斜地で
も多数の土砂移動による災害が生じている。山地と
並行するように延びる低湿な平地部分では液状化
災害も多発し、海岸に近接して延びていた地震断層
の動きによって地震後短時間で津波が襲った。
火山災害では、1991年から噴火を開始、大規模火
砕流で火山学者を含む多くの犠牲者が出た長崎県
の雲仙普賢岳（写真2）や、2000年に噴火が人里の
傍で始まった北海道有珠山のように、噴火が一旦発
生するとその後火山活動を繰り返し、地域に大きな
影響を及ぼす。噴石・降灰や溶岩流・火砕流など火
山砕屑物による災害だけでなく、その後の降雨によ
る土石流や、積雪期だと高温の噴出物が急激に積
雪を溶かし流れ下る火山泥流など、複合的な災害
が発生しやすい。また、大規模な噴火では上空に達
した火山灰が地球規模で広がり、一時的な気候の
寒冷化が生じたとされるケースもある。

我が国での土砂災害と多様な自然環境との共生
地すべりは、しばしば粘土質の土層がすべり面と

なって、その上に載る地塊に働く重力と滑動抵抗力
のバランスが崩れて起こるため、反復・再発的に同
じような場所で発生しやすい。地すべりの繰り返し
は、緩急や凹凸のある変化に富んだ地形を作り出す。
東北日本や四国などで、地すべり地帯の滑落崖下の
緩斜面に多く見られる棚田は、地すべりでできる緩・
急の変化に富んだ地形や地下水を蓄える地盤環境
を、人がうまく利用してきた結果といえる（写真3）。
一方、図3は、青森県の世界自然遺産白神山地で、
小規模な地すべり地を縦断する断面沿いの地形・植
生調査結果を示している。ここの森林は、変化に富
んだ地すべり地内の地盤条件に対応して地すべり
地形内の場所ごとに、積雪の影響も受けながらさま
ざまな種の植物が住み分けて多様な群落構成をな
しており、約1,500m2の範囲に103種もの植物が確
認された。具体的には、やや乾燥傾向にある尾根部
や地すべり滑落崖などにはブナ林構成種（滑落崖が
高いと、雪崩によって低木地や草地となる）、地すべ
り移動地塊の末端に近い部分では、透水性の悪い
すべり面粘土上面に沿って地下水が流れ湧出する
ので、湿性を好むホオノキ・サワグルミなどの樹木
が生える傾向がある。このような変化に富んだ環境
を持つ地すべり地形の多い山地は、タケノコ・ゼン
マイなど場所や季節を変えて採れる山菜を育み、地

域の人々にとって貴重な自然資源の場となっ
ている。
地史的な変遷も含めた地形・地質・気候

の多様性によって、狭い国土に多様な自然
環境が存在することは、我が国の大きな恵
みであるが、逆にさまざまな土砂災害の脅
威も存在する。写真4は、岩手県の奥羽山脈
にある第四紀火山の焼石岳（1,547m）山頂か
ら北を望んだ写真であるが、稜線に沿った
溝状地形（写真中A－B）や比高の小さい滑
落崖（C、D）とその下の緩斜面が明瞭で、最
終氷期の周氷河作用で滑らかな斜面（E）が
できた後に、東向きに地すべりが生じている
ことが分かる。低標高ながら多雪地帯で、
夏まで雪が残る斜面には湿性草原（F）や池
が見られ高山植物が生い茂り、稜線にはハ
イマツも見られる。温暖化によってこの多様
な景観が失われ、降水気候が変わることで
大規模な土砂移動に繋がる懸念もある。
我が国では、どこでどのような自然災害が

いつ発生するか、それにどう対処すると効果
的か、について多大な知識・経験・技術の蓄
積がある。一方、過去の長い歴史で作られ
た土地とその上に共生する人間を含む生物
が安全に暮らしていける環境システムを、持
続可能な形で将来に伝える必要がある。総
合的な観点に立った減災と地域形成は、自然の恵み
と脅威の両面を多角的に見てきた日本の技術者が
地域とともに取り組むべき課題である。
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写真2　�長崎県雲仙普賢岳（写真中央）噴火による火砕流と火山灰、土石流の発生3）

写真3　�四国山地の地すべり地に広がる棚田（中央の急斜面は滑落崖）

写真4　�岩手県焼石岳の地すべりと多雪がつくる景観（A～ F：本文対応）

図3　青森県白神山地の小規模地すべり地縦断面上での植生分布4）
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